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会
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事
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ど
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昨
年
発
表
さ
れ
た
特
殊
出

生
率
（
一
人
の
女
性
が
生
涯
に

産
む
赤
ち
ゃ
ん
の
数
）
が
一
・

四
人
を
切
り
一
・
三
八
人
に

な
っ
た
。

　

こ
の
出
生
率
が
二
・
〇
八
人

で
な
け
れ
ば
、
現
状
の
日
本
の
人
口
は
維
持
で
き
な
い
と

い
う
極
め
て
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
先
こ
の

数
値
を
上
げ
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

こ
の
現
状
で
推
移
す
る
と
、
二

〇
〇
七
年
に
は
人
口
増
加
が
止
ま

り
二
〇
〇
八
年
か
ら
下
降
し
、
一

〇
〇
年
後
に
は
、
日
本
人
の
人
口

は
六
〇
〇
〇
万
人
と
な
り
、
生
産

年
齢
人
口
は
ど
ん
ど
ん
減
少
す
る
。

反
対
に
老
齢
人
口
は
増
加
し
、
少

子
高
齢
化
が
一
層
進
展
す
る
。

　

こ
れ
は
、
時
代
の
流
れ
の
中
で

起
き
た
社
会
現
象
で
あ
る
。

　

二
十
世
紀
は
、
女
性
の
時
代
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

女
性
の
社
会
進
出
は
、
益
々
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
夫
婦
共
働
き
の
家
庭
も
多
く
家
事
、
育
児
は
女

性
の
仕
事
と
い
う
意
識
も
あ
り
、
女
性
に
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
問
題
解
決
に
は
、
一
省
庁
の
問
題
で
は
な
く
、
国

全
体
、
国
民
上
げ
て
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
仕
事
の

分
か
ち
合
い
）
に
よ
る
労
働
時
間
の
余
剰
を
家
事
、
育
児
、

家
庭
教
育
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
充
て
る
。
元
気
な
高

齢
者
も
多
く
、
定
年
の
壁
を
取
り
除
き
率
先
し
て
働
き
、

若
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
。

　

乳
幼
児
の
保
育
所
の
充
実
、
二
十
四
時
間
保
育
所
の
充

実
、
住
宅
対
策
、
通
勤
の
し
や
す
い
都
市
整
備
、
義
務
教

育
費
の
軽
減
、
児
童
手
当
の
充
実
、
税
制
対
策
の
充
実
な

ど
子
供
を
産
み
育
て
や
す
く
し
、
女

性
が
働
き
や
す
い
環
境
を
作
り
出

す
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
る
。

　

少
子
化
現
象
に
歯
止
め
を
か
け

る
に
は
、
当
面
の
課
題
の
解
決
と
百

年
先
、
千
年
先
を
見
据
え
た
長
期
的

な
課
題
へ
の
取
り
組
み
が
急
務
で

あ
る
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
雇
用
の
確
保

と
少
子
化
の
歯
止
め
に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
を
創
出
す
る

こ
と
が
、
日
本
経
済
の
活
力
を
生
み
出
す
源
泉
で
あ
り
、

政
府
の
有
識
者
会
議
と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
少
子
化
へ
の

対
応
を
推
進
す
る
国
民
会
議
」
の
提
言
に
大
い
に
期
待
し

た
い
。 

少
子
化
対
策を

考
え
る

日
本
経
済
活
性
化
の
源
泉

�
…
決
戦
関
ヶ
原
大
垣
博
・
開
催
中
・　

月
9
日（
月
）ま
で
、会
場

：

大
垣
公
園
一
帯（
大
垣
城
な
ど
）

10
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置
さ
れ
た
。

　

▽
岐
阜
圏
域
＝
岐
阜
商
工
会
議
所

（
北
部
）・
岐
阜
県
商
工
会
連
合
会（
南

部
）▽
西
濃
圏
域
＝
大
垣
商
工
会
議

所
▽
中
濃
圏
域
＝
関
商
工
会
議
所
▽

東
濃
圏
域
＝
多
治
見
商
工
会
議
所
▽

飛
騨
圏
域
＝
岐
阜
県
商
工
会
連
合
会

飛
騨
支
所

  
○
都
道
府
県
等
中
小
企
業
支
援
セ

ン
タ
ー
＝
創
業
を
意
図
す
る
者
や
中

小
企
業
の
人
材
、技
術
、情
報
等
の
不

足
す
る
経
営
資
源
の
確
保
を
支
援
す

る
た
め
、モ
デ
ル
事
業
と
し
地
域
に

お
け
る
中
小
企
業
支
援
の
中
核
と
な

る
都
道
府
県
等
中
小
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
整
備
を
行
い
、①
民
間
の
専

門
家
を
活
用
し
て
行
う
経
営
、技
術
、

情
報
に
対
す
る
診
断
②
取
引
適
正

化
・
苦
情
紛
争
処
理
事
業
③
パ
ソ
コ

ン
研
修
等
の
事
業
を
実
施
す
る
。

　

岐
阜
県
で
は
都
道
府
県
等
中
小
企

業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、財
団

法
人
岐
阜
県
産
業
経
済
振
興
セ
ン

タ
ー
が
行
う
。

　

○
中
小
企
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
＝
中
小
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
や
創
業
者
を
総
合
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る「
中
小
企
業
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
東

京
、札
幌
、仙
台
、名
古
屋
、大
阪
、広

島
、高
松
、福
岡
の
全
国
八
カ
所
に
開

設
し
、経
営
、経
理
、法
務
、特
許
等
企

業
経
営
に
必
要
な
知
識
・
能
力
を
有

す
る
支
援
人
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整

（２）

新時代の中小企業施策
ワン・ストップ・サービス

地域中小企業支援センター
　

中
小
企
業
基
本
法
の
全
面
的
な
改

正
及
び
関
係
法
律
の
定
義
の
拡
大
が

行
わ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、通
商
産
業
省
で
は「
新
時

代
の
中
小
企
業
施
策
」の
一
つ
と
し

て
、経
営
面
、技
術
面
な
ど
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

支
援
す
る『
経
営
支
援
体
制
の
整
備
』

が
行
わ
れ
た
。

　

ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
型
支

援
体
制
は
、中
小
企
業
者
が
抱
え
る

悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
身
近
な

支
援
拠
点
と
し
て
整
備
。中
小
企
業

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、施

策
情
報
、診
断
・
助
言
、技
術
開
発
な

ど
の
支
援
策
を
き
め
細
か
く
提
供
で

き
る
支
援
体
制
を
整
備
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

○
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

＝
全
国
の
商
工
会
、商
工
会
議
所
、中

央
会
な
ど
に
設
置
。創
業
予
定
者
や

経
営
革
新
を
目
指
す
中
小
企
業
者
が
、

様
々
な
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る

身
近
な
地
域
毎
の
支
援
拠
点（
地
域

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
）を
全
国

に
整
備
し
、き
め
細
か
な
相
談
・
指

導
・
情
報
提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
。

　

岐
阜
県
で
は
、次
の
五
地
域
に
設

身
近
な
支
援
拠
点
を
整
備

備
し
、中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
者
の

要
望
に
応
じ
て
、こ
れ
ら
の
人
材
を

紹
介
・
派
遣
す
る
事
業
を
実
施
す
る
。
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地域振興局を設置
県出先機関の組織改正

　岐阜県の出先機関は、県事務所・県税事務所・保健所など各分野ごとに県庁の各部局とつながる縦割り構
造であった。しかし、平成 12 年 4 月からは、地域振興局構想に基づき、「広域・横割り行政」「地域に密着し
た行政」を目指すため地域振興局が設置された。
　地域振興局設置の狙いは、「地域の実情にあったきめ細かい行政」を効果的、効率的に推進するため、県内
を岐阜・西濃・中濃・東濃・飛騨の五つの圏域に分け圏域単位で県事務所や保健所などの出先機関を再編成
し、各機関の行政を、地域振興局が広域的・横割りの観点から調整していくこととなった。
　また、県庁から出先機関に大幅な権限委譲を行い、「地域のことは地域で考え、地域で決める」体制への転
換を図る。併せて、経理などの各機関に共通する事務を地域振興局へ集約し、事務処理の効率化を進める。

本　庁　�
�
地域県民部�
（知事公室、経営管理部）�
�

経営管理部�

健康福祉環境部�

農林商工部�

基盤整備部�

地域振興局�

局　長� 管理課長�
経理課長�
振興課長�
環境課長�

県税事務所長�

保健所長�
福祉事務所長�

農林商工事務所長�
農業改良普及センター所長�
家畜保健衛生所長�

建設事務所長�
建築事務所長�
農山村整備事務所長�

〈地域振興局構想イメージ図〉�

圏域�

岐阜�

西濃�

中濃�

東濃�

飛騨�

圏域ごとの市及び郡� 問い合わせ先�
岐阜市、羽島市、各務原市、羽島郡、本巣郡�
山県郡�

大垣市、海津郡、養老郡、不破郡、安八郡�

揖斐郡�

美濃加茂市、可児市、加茂郡、可児郡�

関市、美濃市、武儀郡�

郡上郡�

多治見市、瑞浪市、土岐市、土岐郡�

中津川市、恵那市、恵那郡�

高山市、大野郡、吉城郡�

益田郡�

岐阜地域振興局（岐阜総合庁舎内）�
電話　058-264-1111（代）�
�西濃地域振興局（西濃総合庁舎内）�
電話　0584-73-1111（代）�
�西濃地域振興局揖斐事務所（揖斐総合庁舎内）�
電話　0585-23-1111（代）�
中濃地域振興局（可茂総合庁舎内）�
電話　0574-25-3111（代）�
中濃地域振興局武儀事務所（中濃総合庁舎内）�
電話　0575-33-4011（代）�
中濃地域振興局郡上事務所（郡上総合庁舎内）�
電話　0575-67-1111（代）�
東濃地域振興局（東濃西部総合庁舎内）�
電話　0572-23-1111（代）�
東濃地域振興局恵那事務所（恵那総合庁舎内）�
電話　0573-26-1111（代）�
飛騨地域振興局（飛騨総合庁舎内）�
電話　0577-33-1111（代）�
飛騨地域振興局益田事務所（益田総合庁舎内）�
電話　0576-52-3111（代）�

地域振興局構想の対象機関　
　地域振興局、県税事務所、保健所、福祉事務所、農林商工事務所、農業改良普及センター、家畜保健衛生

所、建設事務所、建築事務所、農山村整備事務所
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大気汚染の現状

　好天が続いていた3月末のある日、香港のビクトリア

ハーバーは厚いスモッグに覆われた。その日午前9時には、

観測史上最悪の空気汚染指数を記録し、大気汚染関連

ニュースはその日以降メディアで盛んに報じられた。

　スモッグの原因は晴天で強い日差しがあり風がないこと、

湿度が高いことなどの気象条件と車の排気ガスである。か

つて香港で大気汚染の原因物質を多く排出していた町工

場の大半は広東省へ移転してしまい、現在ではディーゼル

車の排気ガスが大気汚染の原因物質の75%を占めると

考えられている。

　香港の大気汚染は年 悪々化しているようで、それを示す

データは色 あ々る。1995年の呼吸器系疾患の入院患者数

は3,842人であったのが、2年後の1997年には6,873人と

大幅に増加している。その他小児喘息では香港はアジア

の都市の中でワースト1で、患者数も過去10年で倍になっ

ている。香港の子供の10%が喘息を患っているとも言われ

ている。（もっとも空気汚染は喘息の要因の１つにすぎな

い。）

進まぬ大気汚染対策

　香港政府も全く大気汚染対策に無関心という訳ではな

い。大気汚染物質を2003年までに60%、2005年までに

80%削減するという大胆なグリーンポリシーを半年前に発

表した。しかし、今までに具体的に実施された政策の効果

はかなり疑問視されており、政府は真剣に対策をしていな

いと非難されている。例えば、車のメンテナンス不良により

多量の排気ガスを出す車への取締実績は駐車違反取締

実績の20分の1にも満たない上、反則金額も450ドルと少

額のままである。その他ディーゼルタクシーは今年から輸入

を禁止され、さらに2003年からは車齢が 7年を超える車は

廃車とされる予定であるが、現在でも車齢7年以上のタク

シーが3000台以上あり、相変わらず従前どおり黒い煙を吐

きながら走っている。

　排気ガス対策のため、タクシーの燃料をLPGに転換す

る動きも始まり、財源として14億ドルが措置されることになっ

た。しかし、タクシー業界からの反発はかなり強くまだ議会

で承認されていない。これは、ディーゼルからLPGへの転

換のための補助制度の内容が不確実で、しかも不十分な

金額の可能性があるためである。その上LPGには供給の

問題があり、スタンドは現在4つしかなく今年末でも10箇所

にしか増えない。大部分のタクシーオーナーは事態を静観

しているのが現状である。このため政府はさらなるインセン

ティブとして利息フリーのローンや銀行ローン斡旋などの追

加補助措置を検討している。

　その他ディーゼルバスに替わって電気トローリーバスの

導入も検討されているが実現は全く未定である。

国際都市・香港の今後

　大気汚染の問題は世界的に見ても汚染源が広範囲で

対処が非常に難しい場合が多い。とりわけ香港の場合は

大気汚染の原因は香港だけにあるのではなく、広東省内の

工場からの排気も原因となっている。問題解決には中国本

土との協力が不可欠であり、既に広東省～香港の位置す

る珠江デルタの大気汚染に関して技術・学術協力に関す

る幾つかのプランが発表されている。しかし2年あまりたっ

た現在、何の進展もない。香港政府にとって本土の排気を

コントロールすることはかなり困難となっている。

　また環境問題と経済発展は時に相反する課題を生じる。

両者のバランスをとることはかなり困難で、あまり環境に厳し

すぎると投資家が敬遠しかねない。環境より経済発展とい

う声もあり、香港がビジネス都市であり金儲けのチャンスが

そこにある限り企業はやってくると発言する経済人もいる。

　先日、香港観光協会の首席は大気汚染に関して、「観光

客誘致のためにもクリーンな空気は必要。政府は汚染根絶

のため、できうる全ての対策を早く講じるべき」と語ったが、

香港が国際ビジネス都市として更に発展していくためには

観光客のためだけでなく、ビジネスマンも含め全ての人に

とってクリーンな環境は必要であろう。

海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

岐阜県香港駐在員　野原　英一

香港の大気汚染

香港で最も空気汚染がひどい地区の一つセントラル
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岐
阜
県
・
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
面
接
会　

東
京
の
ポ
ス
タ
ー

in

　

岐
阜
県
（
農
林
商
工
部
労
働
雇
用

課
）主
催
の『
岐
阜
県
・
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

面
接
会　

東
京
』が
、五
月
十
九
日
・

in

午
後
一
時
か
ら
、
ラ
ピ
ロ
ス
六
本
木

（
東
京
都
港
区
六
本
木
）で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
面
接
会
は
、産
業
の

ハ
イ
テ
ク
化
・
ハ
イ
タ
ッ
チ
化
を
目
指

す
県
内
企
業
に
対
し
、
優
秀
な
人
材

の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
ま
た
、
首

都
圏
で
生
活
し
、活
躍
し
て
い
る
岐
阜

県
出
身
の
社
会
人
や
来
春
の
大
学
卒

業
予
定
者
で
、「
ふ
る
さ
と
岐
阜
県
」へ

の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
考
え
て
い
る
Ｕ

タ
ー
ン
希
望
者
及
び
岐
阜
県
へ
の
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
に
、
県
内
求

人
企
業
と
の
間
で
、直
接
面
接
に
よ
る

就
職
面
接
会
を
設
定
し
、
積
極
的
な

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

▽
面
接
対
象
者
＝
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

希
望
者（
社
会
人
・
大
学
生
等
）

　

▽
対
象
企
業
＝
約
三
十
五
社

　

▽
参
加
費
＝
無
料

立
に
関
す
る
事
業
計
画
作
成
経
費

（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
相
談

経
費
等
）②
職
業
能
力
開
発
経
費

（
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に

必
要
な
、
出
資
者
及
び
従
業
員
に
対

す
る
教
育
訓
練
経
費
等
）③
設
備
・

運
営
経
費（
事
業
所
の
改
修
工
事
費
、

設
備
・
備
品
、
広
告
宣
伝
費
等
。
事

業
所
賃
借
料：

六
カ
月
が
限
度
）

高
年
齢
者
共
同
就
業
機
会
創
出
助
成
金

岐
阜
県
雇
用
開
発
協
会

　

高
年
齢
者
共
同
就
業
機
会
創
出

助
成
金
は
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者

が
、
自
ら
職
業
経
験
等
を
活
用
し
、

年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
働
き
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
就
業
機
会
を
確

保
す
る
た
め
、
共
同
し
て
高
年
齢
者

共
同
就
業
機
会
創
出
事
業
を
創
設

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
面
接
会

ラ
ピ
ロ
ス
六
本
木
・
５
月　

日
19

介
護
雇
用
創
出
助
成
金
の
案
内

介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

し
、
継
続
的
な
就
業
機
会
を
創
出
し

た
高
齢
創
業
者
に
対
し
て
、
該
当
事

業
の
創
設
に
要
し
た
経
費
に
一
定

範
囲
に
つ
い
て
助
成
す
る
。

　

▽
支
給
対
象
者
＝
①
高
年
齢
者

共
同
就
業
機
会
創
出
事
業
を
行
う

事
業
者
で
あ
る
こ
と
②
高
年
齢
者

共
同
就
業
機
会
創
出
事
業
計
画
書

を
策
定
し
、
同
計
画
を
受
け
て
い
る

こ
と
③
平
成
十
二
年
一
月
一
日
か

ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
法
人
の
設
立
登
記
を
行
っ
た
事

業
主
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
法
人

の
設
立
登
記
を
平
成
十
一
年
七
月

二
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
行
っ
た
事
業
主
で
も
、
次
の

支
給
対
象
経
費
に
掲
げ
る
経
費
の

一
部
又
は
全
部
の
支
払
を
平
成
十

二
年
一
月
一
日
以
降
と
し
て
い
る

場
合
に
は
対
象
と
な
る
。

　

▽
支
給
対
象
経
費
＝
①
法
人
設

　

財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
で
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事

す
る
労
働
者
の
雇
用
創
出
を
図
る

た
め
、様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

主
な
助
成
制
度
は
、次
の
と
お
り
。

  
▽
介
護
人
材
確
保
助
成
金
＝
介

護
関
連
事
業
主
と
し
て
新
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
等
を
行
う
の
に
伴
い
、計

画
期
間
内
に
労
働
者（
雇
用
保
険

の
一
般
被
保
険
者《
短
時
間
労
働

被
保
険
者
を
含
む
》を
雇
い
入
れ

た
場
合
、雇
い
入
れ
た
労
働
者
の

賃
金
の
一
部
を
助
成
す
る
。

　

▽
介
護
能
力
開
発
給
付
金
＝

介
護
関
連
事
業
主
が
、新
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
等
に
必
要
な
人
材
の
育

成
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
実
施
し

た
場
合
、そ
の
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
。

　

▽
支
給
額
＝
五
百
万
円
を
限
度

と
し
て
、
費
用
の
三
分
の
二
を
助
成

　

▽
支
給
機
関
＝
高
年
齢
者
雇
用

開
発
協
会
に
お
い
て
支
給

　

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
岐
阜
県
雇

用
開
発
協
会（
岐
阜
市
藪
田
南
一－

一
一－

一
二
・
県
水
産
会
館
二
階
、

℡
〇
五
八－

二
七
二－

三
二
五

一
）ま
で
。

　

▽
介
護
雇
用
管
理
助
成
金
＝

介
護
関
連
事
業
主
が
新
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
等
を
行
う
の
に
伴
い
、採
用

な
ど
の
人
的
管
理
、就
業
規
則
、

給
与
体
系
な
ど
の
諸
規
程
整
備
、

健
康
確
保
な
ど
雇
用
管
理
改
善

の
た
め
の
事
業
を
実
施
し
た
場
合
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

  
▽
介
護
雇
用
環
境
整
備
奨
励

金
＝
介
護
関
連
事
業
主
が
新
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
等
を
行
う
の
に
伴
っ
て
、

労
働
環
境
改
善
の
た
め
の
設
備
や

福
利
厚
生
の
充
実
の
た
め
の
福
祉

施
設
の
設
置
・
整
備
を
行
っ
た
場
合
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
。

　

相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
、（
財
）介

護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
・
岐
阜
支

部（
℡
〇
五
八－

二
六
四－

六

八
四
六
）ま
で
。

�
…
四
月
よ
り
労
働
基
準
・
職
業
安
定
・
女
性
少
年
行
政
が
統
合
さ
れ『
岐
阜
労
働
局
』を
設
置
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大
垣
公
園
一
帯
で
開
催
さ
れ
る

決
戦
関
ヶ
原
大
垣
博
（
決
戦
関
ヶ
原

実
行
委
員
会
主
催
、
岐
阜
県
、
大
垣

市
、
大
垣
商
工
会
議
所
、
岐
阜
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
他
後
援
、
開

催
中
）
が
、
三
月
二
十
五
日
に
開
幕

し
た
。

　

同
博
は
、
大
垣
を
軸
と
し
て
繰
り

広
げ
ら
れ
た
関
ヶ
原
合
戦
四
百
周

年
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
『
葵

　

徳
川
三
代
』
の
放
送
を
契
機
と
し

て
、「
時
空
を
超
え
て
歴
史
を
体
感

し
、
東
西
の
出
逢
い
が
未
来
を
拓

く
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

　

開
幕
当
日
は
小
雨
の
降
る
中
、
東

ゲ
ー
ト
（
大
垣
城
大
手
門
）
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
の
決
戦

関
ヶ
原
館
で
の
開
場
式
で
は
、
大
垣

城
鉄
砲
隊
の
号
砲
と
共
に
開
場
さ
れ
、

館
内
は
も
と
よ
り
、
馬
防
柵
に
よ
り

合
戦
場
の
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
た

公
園
内
は
、
訪
れ
た
大
勢
の
家
族
連

れ
や
カ
ッ
プ
ル
ら
で
賑
わ
っ
た
。

　

同
博
の
開
催
期
間
は
十
月
九
日

ま
で
で
、
毎
日
、
大
垣
博
な
ら
で
は

の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

銘
柄
に
賞
名
を
記
し
、会
場
入
口
に

出
展
酒
と
と
も
に
新
酒
の
利
き
酒

が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、酒
造
関
係
者
ら
は「
原
料

米
の
不
作
に
も
関
わ
ら
ず
、精
選
さ

れ
て
使
用
さ
れ
た
ほ
か
、仕
込
み
時

に
寒
さ
が
あ
り
予
想
以
上
の
新
酒
の

出
来
映
え
」と
の
評
価
で
あ
っ
た
。利

き
酒
後
に
は
、新
酒
及
び
永
年
勤
続

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

主
な
表
彰
は
次
の
と
お
り
。

　
【
岐
阜
県
知
事
賞
】▽
吟
醸
酒
＝

美
濃
菊〔
玉
泉
堂
酒
造
㈱
〕▽
純
米

醸
造
酒
＝
久
寿
玉
正
宗〔
㈲
平
瀬

決
戦
関
ヶ
原
大
垣
博
・
開
場
式

新
酒
鑑
評
会
で
利
き
酒

県
下
の
新
酒　

点
が
出
展

96

　

岐
阜
県
酒
造
組
合
連
合
会（
老

田
正
夫
会
長
）が
主
催
す
る『
新
酒

鑑
評
会
』が
三
月
十
七
日
、長
良
川

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

新
酒
鑑
評
会
は
、清
酒
づ
く
り
の

酒
造
店
〕▽
本
醸
造
酒
＝
千
代
菊

〔
千
代
菊
㈱
〕

  
【
岐
阜
県
議
会
議
長
賞
】▽
吟
醸

酒
＝
天
領〔
天
領
酒
造
㈱
〕▽
純
米

醸
造
酒
＝
篝
火〔
菊
川
㈱
〕▽
本
醸

造
酒
＝
吉
宝〔（
資
）山
田
商
店
〕

　
【
連
合
会
会
長
賞
】▽
吟
醸
酒
＝

白
真
弓
ほ
か
十
二
酒
▽
純
米
醸
造

酒
＝
肥
太
右
エ
門
ほ
か
十
酒
▽
本

醸
造
酒
＝
や
ん
ち
ゃ
酒
ほ
か
十
酒

　
【
永
年
勤
続
三
十
年
】＝
五
十
嵐

幸
作
・
塩
屋
登
喜
夫
・
小
山
清
之
・

佐
藤
安
ほ
か
、二
十
五
年
・
二
十

年
・
十
年
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

鉄
砲
隊
の
号
砲
で
開
幕

決
戦
関
ヶ
原
大
垣
博

新
酒
鑑
評
会

新
酒
鑑
評
会
の
表
彰
式

ト
、
職
場
の
あ
い
さ
つ
、
接
客
の

七
大
用
語
、
プ
ロ
十
訓
、
職
場
内

活
性
化
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い

て
研
修
し
た
。

　

澤
講
師
は
「
仕
事
は
、
現
状
に

満
足
し
な
い
、
結
果
に
責
任
を
持

つ
、
能
力
向
上
に
努
め
、
会
社
の

仕
事
を
通
じ
、
社
会
人
と
し
て
の

新
し
い
生
き
方
を
発
見
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
研
修
を
締
め
く

く
っ
た
。

企
業
で
働
く
こ
と
の
意
味

新
入
社
員
教
育
研
修
会
を
開
催

技
術
向
上
を
狙
い
に
、吟
醸
酒
、純

米
醸
造
酒
、本
醸
造
酒
の
三
部
門

に
九
十
六
点
が
出
展
さ
れ
た
。事
前

に
実
施
さ
れ
た
審
査
会
で
味
・
香

り
・
色
な
ど
を
総
合
評
価
し
、入
賞

　

岐
阜
県
労
務
管
理
モ
デ
ル
集

団
協
会
（
後
藤
利
夫
会
長
）
が
主

催
し
た
『
新
入
社
員
教
育
研
修

会
』
が
三
月
二
十
二
日
、
ぎ
ふ
長

良
川
ハ
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

同
事
業
は
、
組
合
等
の
傘
下
企

業
か
ら
の
新
入
社
員
を
対
象
に

行
う
も
の
で
、
十
一
人
の
新
入
社

員
が
研
修
を
受
け
た
。

　

研
修
会
で
は
、
澤
芳
美
中
小
企

業
診
断
士
を
講
師
に
招
き
、「
企

業
で
働
く
こ
と
の
意
味
」
を
テ
ー

マ
に
、
新
入
社
員
の
三
大
原
則
、

仕
事
に
大
切
な
七
つ
の
ポ
イ
ン
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岐
阜
県
花
崗
岩
販
売
協
同
組
合

（
畔
柳
勝
男
理
事
長
）
は
、
岐
阜
県

の
平
成
十
一
年
度
「
新
商
品
能
力
開

発
育
成
事
業
」
を
活
用
し
、
蛭
川
村

の
紅
岩
公
園
に
建
設
し
て
い
た
石

橋
の
完
成
式
典
を
三
月
三
十
日
に

開
催
し
た
。

　

こ
の
石
橋
は
、
同
組
合
の
石
材
業

者
ら
が
新
し
い
技
術
の
習
得
と
村

特
産
の
御
影
石
を
使
っ
た
新
商
品

の
開
発
を
兼
ね
て
平
成
十
一
年
十

月
か
ら
建
設
を
開
始
し
た
。
建
設
に

は
初
め
て
の
試
み
の
た
め
、
九
州
地

方
に
残
る
石
橋
の
視
察
や
井
上
肇

　

高
田
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合（
加

藤
修
一
理
事
長
）
が
主
催
、
多
治
見

市
、
同
高
田
区
な
ど
が
後
援
の
『
高

田
焼　

美
濃
民
芸
陶
器
の
里
ま
つ

り
』
が
四
月
二
日
、
多
治
見
市
の
共

栄
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。

　

高
田
地
区
は
、江
戸
時
代
か
ら
徳

利
が
有
名
。

　

ま
つ
り
は
、
高
田
焼
・
蔵
出
し
市

と
銘
打
っ
て
、公
園
を
囲
む
形
で
組

合
員
、関
係
団
体
約
三
十
社
が
テ
ン

ト
を
並
べ
、窯
元
な
ら
で
は
の
価
格

で
陶
磁
器
を
販
売
。
ま
た
、地
域
の

特
産
品
で
も
あ
る
高
田
徳
利
に

　

飛
騨
大
野
建
設
業
協
同
組
合
（
森

利
之
理
事
長
）
は
、
建
設
省
が
実
施

し
て
い
る
「
建
設
業
の
経
営
改
善
に

関
す
る
緊
急
対
策
」
の
中
核
事
業
で

あ
る
『
下
請
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
債

務
保
証
事
業
』
を
三
月
二
十
二
日
か

ら
開
始
し
た
。

　

同
事
業
は
、
建
設
業
者
の
集
ま
り

で
あ
る
協
同
組
合
等
の
転
貸
融
資
と

建
設
業
振
興
基
金
（
五
十
億
円
）
の

債
務
保
証
と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

御
影
石
の
石
橋
完
成

技
術
習
得
と
特
産
品
の
活
用

の
内
容
と
平
成　

年
度
税
制
改
正
の

12

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
「
中
小
企
業
組

合
関
係
税
制
の
あ
ら
ま
し
」
に
基
づ

き
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

平
成　

年
度
の
税
制
改
正
の
ポ
イ

12

ン
ト
と
し
て
、①
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

関
係
税
制
②
固
定
資
産
税
制
改
革
③

確
定
拠
出
型
年
金
制
度
の
導
入
④
民

需
喚
起
・
経
済
対
策
⑤
設
備
投
資
な

ど
を
説
明
し
た
。

　

な
お
、
三
会
場
で
約
百
二
十
人
が

受
講
し
た
。

美
濃
民
芸
陶
器
の
里
ま
つ
り

高
田
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合

岐
阜
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
技
術

講
習
会
な
ど
の
研
修
を
積
み
重
ね

て
き
た
。

　

完
成
し
た
石
橋
は
ア
ー
チ
状
で
、

長
さ
一
一
・
四
㍍
、
高
さ
三
・
六
五

㍍
、
幅
二
㍍
。
使
用
し
た
御
影
石
は

約
三
〇
〇
㌧
に
も
な
る
。

　

式
典
で
は
、
組
合
や
村
、
商
工
会

関
係
者
ら
約
五
十
人
が
出
席
し
、
完

成
を
祝
っ
た
。

県
下
三
会
場
で
税
制
等
研
修
会

　

中
央
会
は
三
月
二
十
一
日
（
多
治

見
）、
二
十
二
日
（
岐
阜
）、
二
十
三

日
（
高
山
）
に
兼
山
登
税
理
士
を
講

師
に
招
い
て
『
中
小
企
業
組
合
関
係

税
制
等
研
修
会
』
を
開
催
し
た
。

　

研
修
会
は
、「
中
小
企
業
組
合
関
係

税
制
の
内
容
と
平
成　

年
度
税
制
改

12

正
要
綱
」
を
中
心
に
実
施
し
た
。「
改

正
中
小
企
業
基
本
法
・
改
正
中
小
企

業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
の
概

要
」
は
本
会
職
員
が
説
明
し
た
。

　

兼
山
税
理
士
は
、
組
合
関
係
税
制

御
影
石
で
つ
く
っ
た
石
橋

高
田
・
美
濃
民
芸
陶
器
の
里
ま
つ
り

税
制
等
研
修
会

に
よ
り
、
中
小
・
中
堅
元
請
建
設
業

者
へ
の
資
金
供
給
の
円
滑
化
と
下
請

業
者
へ
の
支
払
条
件
等
の
改
善
を
図

る
事
業
。
岐
阜
県
で
は
工
事
代
金
が

五
千
万
以
上
で
活
用
で
き
る
。

　

森
理
事
長
は
「
組
合
員
が
広
く
当

該
事
業
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
県
当

局
に
一
千
万
円
か
ら
の
工
事
に
対
し

て
も
融
資
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
は
要

請
し
て
い
く
」
と
今
後
の
方
針
を

語
っ
た
。

入
っ
た
岐
阜
県
の
地
酒
を
紹
介
す

る
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
、高

田
陶
磁
器
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

い
た
。　

下
請
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
開
始

飛
騨
大
野
建
設
業
協
同
組
合
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県内中小企業主要業種の景気動向
（2月調査、1月実績）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△○○プ ラ ス チ ッ ク
→△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲△▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△○モ ザ イ ク タ イ ル
→△△△○窯 業 原 料
→△△○▲耐 火 れ ん が
→▲▲△△石　 　 灰
→△△○○生　 コ　 ン
→△△▲▲砂 利 生 産
→△△○○砕 石 生 産
→△△△△鋳　 　 物
→△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
→▲▲▲▲刃物等金属製品 （内需） 
→△△△△メ　 ッ　 キ
→△△○○機 械 金 属
→△▲△△金　 　 型
→△△△○機械工具・工作機械
→△▲▲▲電 気 機 械 器 具
－－－－－輸 送 機 器
→△○○○各種物産品（観　 光）
→▲▲△○各種物産品（ギフト）
→▲▲▲▲陶　 磁　 器
→△△▲▲総 合 卸 売 業
→△▲▲▲青　 　 果
→△△△△水　 産　 物

→▲▲▲▲家 電 機 器 販 売
→△○○○メ ガ ネ 販 売

→○△○○中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△▲△味 噌 ・ 醤 油
→▲▲△△豆 腐 製 造
→▲▲△○食 肉 （ 国 産 ）
→△△△△菓　 　 子

→△▲▲▲米　 　 菓
→▲▲○○酒　 　 造
→△○▲▲米　 　 穀
→△△△△ね　 ん　 糸
→▲▲▲▲織 物 染 色
→▲▲▲▲ニ ッ ト 工 業
→▲▲△▲毛　 織　 物
→△△△△合 成 繊 維 織 物
→△△△△ニ ッ ト 雑 貨
→△△▲○靴　 　 下
→▲△△○メ ン ズ ア パ レ ル
→△▲△△婦 人 ・ 子 供 服
→△△△△縫　 　 製
→△△▲○製　 　 材
→△△△△銘　 　 木
→△△▲▲集　 成　 材
→△△○○家 具 （ 美 濃 ）
→△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
→△△△△東 濃 ひ の き
→△△△△家　 庭　 紙
→△△○○特　 殊　 紙
→▲▲▲△紙　 加　 工
→△▲△△印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△▲▲石 油 製 品 販 売
→△△△△共 同 店 舗
→▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
→▲▲▲▲大 垣 市 商 店 街
→△△▲▲多 治 見 市 商 店 街
→▲△○○恵 那 市 商 店 街
→△△△△高 山 市 商 店 街
→△△△△車 体 整 備
→▲▲▲▲タ イ ヤ 整 備
→△△△▲長 良 川 畔 旅 館
→▲▲▲▲下 呂 温 泉 旅 館
→△○○○高 山 旅 館
→▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ

→△△△△広 告 美 術

→△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△△映 像 制 作
→△▲▲▲飲　 食　 業
→△△○△土 木 （ 岐 阜 ）
→△△○－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△木 造 建 築
→△△△△鋼 構 造 物
→▲▲▲▲電 気 工 事
→△△△△管 設 備 工 事
→△△○○建 築 板 金
→△△○△建　 　 具
→△▲△△産 直 住 宅
→△△△△貨物運送（岐阜地区）
→△△○○貨 物 運 送 （ 県 域 ）

2月景況調査

　

全
般
的
に
売
上
が
前
年

割
れ
、過
当
競
争
に
よ
る

低
価
格
、低
収
益
に
よ
り

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

業
種
別
に
見
る
と
、悪
化

業
種
が
食
料
品
、繊
維
・
同

季
節
要
因
は
マ
イ
ナ
ス

需
要
拡
大
は
依
然
見
込
め
ず

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に
ま
と
め

た『
二
月
の
特
色
』と『
五
月
ま
で
の
景
況
の
見
通
し
』は

次
の
と
お
り
。

　
〔
二
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企
業
の
特

色
は
①
需
要
の
停
滞
感
が
強
い
②
機
械
・
金
属
の
下
げ
止

ま
り
を
期
待
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
月
の
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、

25

前
月
比
9
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
と
な
っ
て
い
る
。し
か
し
、消

費
関
連
の
低
調
、例
年
、こ
の
時
期
に
好
調
な
公
共
工
事

関
係
も
盛
り
上
が
り
に
欠
け
、季
節
要
因
は
マ
イ
ナ
ス
に

作
用
し
て
い
る
状
況
。　

製
品
、商
店
街
に
偏
っ
て
お
り
、総
合
す
る
と
、輸
入
品
攻
勢
等

に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
材
料
が
見
ら
れ
、明
る
い
材
料
は
無
い
。

　

順
調
な
の
は
、木
材
と
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
み
。機
械
・
金
属
の

悪
化
傾
向
が
止
ま
っ
て
お
り
、今
後
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

　
〔
五
月
ま
で
の
見
通
し
〕五
月
ま
で
の
景
気
動
向
予
想
は
、Ｄ

Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
当
月
実
績
に
対
し
、4
ポ
イ
ン
ト

21

の
改
善
予
想
が
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
例
年
の
入
学
・
卒
業
、就
職
等
の
季
節
需
要
に
よ
る
流

通
関
係
業
種
と
サ
ー
ビ
ス
業
種
の
改
善
に
よ
る
も
の
だ
が
、依

然
消
費
が
冷
え
込
ん
で
い
る
た
め
動
き
が
小
さ
く
、需
要
拡
大

が
見
込
め
な
い
厳
し
い
景
況
推
移
が
予
想
さ
れ
る
。
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〔
三
月
中
〕

１
日　

第
６
回
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐

阜
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
研
修
会

（
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
）

３
日　

青
年
中
央
会
・
東
濃
版
大
型

講
習
会（
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
）

　
　

岐
阜
県
労
働
問
題
協
議
会
（
グ

ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

６
日　

第
９
回
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜（
グ

ラ
ン
パ
レ
ホ
テ
ル
）

　
　

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐
阜
・
連
絡

会
議（
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
）

７
日　

中
小
企
業
施
策
普
及
担
当
会

議（
中
部
通
産
局
）

８
日　

岐
阜
県
中
小
企
業
産
業
廃
棄

（
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

日　

岐
阜
県
酒
造
組
合
連
合
会
・

17
新
酒
鑑
評
会
（
長
良
川
ホ
テ
ル
新

館
）

　

日  
第
７
回
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
岐

21
阜
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
研
修
会

（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

全
国
中
央
会
・
理
事
会
（
東

23
京
）

　

日　

第
９
回
岐
阜
県
景
況
調
査
説

24
明
会（
未
来
会
館
）

　

日　

岐
阜
県
花
崗
岩
販
売（
協
）石

30
橋
完
成
式
典（
蛭
川
村
）

　
　

岐
阜
県
総
合
開
発
審
議
会
（
県

議
会
西
棟
）

管
理
調
整
チ
ー
ム

組
織
指
導
チ
ー
ム

広
報
振
興
チ
ー
ム

情
報
企
画
チ
ー
ム

調
査
労
働
チ
ー
ム

東
濃
支
所
、
飛
騨
支
所

物
対
策
連
絡
会
議
研
究
会
（
県
民

ふ
れ
あ
い
会
館
）

９
日　

中
央
会
・
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

共
済
会
議（
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
）

　
　

組
織
化
指
導
中
央
研
究
会
（
東

京
）

　

日　

物
流
関
係
分
野
東
海
北
陸
ブ

10
ロ
ッ
ク
指
導
員
研
究
会（
富
山
市
）

　

日　

岐
阜
県
雇
用
安
定
・
創
出
対

14
策
協
議
会（
グ
ラ
ン
パ
レ
ホ
テ
ル
）

　

日　

第
３
回
事
業
再
構
築
懇
談
会

15

男
女
平
等
社
会
の
実
現
に

連
合
岐
阜
よ
り
要
請

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正
さ

れ
、一
年
が
経
過
し
た
。国
際
女
性

デ
ー
に
あ
た
る
三
月
八
日
、連
合
岐

阜
か
ら
、中
村
女
性
部
長
ら
が
中
央

会
へ
来
会
し
、男
女
平
等
社
会
に
向
け

て
の
要
望
書
を
森
本
専
務
理
事
、石

田
事
務
局
長
に
手
渡
し
た
。要
請
内

容
は
、次
の
と
お
り
。

　

一
・
性
に
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
職
場
環
境

を
整
え
る
こ
と
。

　

二
・
国
・
自
治
体
等
は
、企
業
の
積

極
平
等
促
進
策（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク

シ
ョ
ン
）を
支
援
す
る
こ
と
。

　

三
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
策
と
し
て
、策
を
講
ず
る
こ
と
。

　

四
・
労
働
者
の
申
請
に
よ
る
深
夜

労
働
、時
間
外
・
休
日
労
働
免
除
等
の

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
。

　

五
・
育
児
・
介
護
休
業
に
対
す
る
整

備
、職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立

が
で
き
る
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

六
・
母
性
健
康
管
理
措
置
が
義
務

化
さ
れ
、働
く
女
性
の
妊
娠
・
出
産
に

か
か
わ
る「
母
性
健
康
管
理
指
導
事

項
連
絡
カ
ー
ド
」の
周
知
徹
底
な
ど
、

事
業
主
に
対
し
厳
守
さ
せ
る
こ
と
。

  
七
・
働
く
女
性
が
安
心
し
て
子
供
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
出
き
る
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
。

　

以
上
を
要
請
さ
れ
、中
央
会
に
対

し
、組
合
及
び
傘
下
企
業
へ
の
周
知
と

実
現
に
向
け
て
の
協
力
依
頼
が
あ
っ

た
。　

　

中
央
会
で
は
、『
第　

回
通
常

45

総
会
』
を
五
月
二
十
四
日
、
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
ソ
フ
ト
ピ
ア

ジ
ャ
パ
ン
一
階
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー

ル
（
大
垣
市
加
賀
野
四
丁
目
）
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
総
会
は
、
役
員
改
選
期

に
あ
た
り
ま
す
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
程
等
の
調
整
を
い
た
だ
き
、

是
非
と
も
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

中
央
会
は
酒
井
淳
組
織
指
導
局
長

兼
組
織
指
導
チ
ー
ム
チ
ー
フ
リ
ー

ダ
ー
が
、
三
月
三
十
一
日
付
け
で
定

年
退
職
し
た
の
を
受
け
、
四
月
一
日

付
け
で
、
次
の
異
動
を
行
っ
た
。

　

▽
藤
澤
志
成
＝
事
務
局
次
長
兼
情

報
企
画
チ
ー
ム
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー 

（
前
・
情
報
企
画
チ
ー
ム
チ
ー
フ

リ
ー
ダ
ー
）

　

▽
池
田
眞
澄
＝
組
織
指
導
チ
ー
ム

チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
（
前
・
組
織
指
導

チ
ー
ム
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
）

　

中
央
会
の
所
管
課
で
あ
る
岐

阜
県
農
林
商
工
部
経
営
指
導
課

の
課
長
が
異
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

▽
新
課
長
＝
高
木　

巧
氏
（
基

盤
整
備
部
公
共
建
築
課
長
か
ら
）

　

▽
前
課
長
＝
渡
辺
浩
章
氏
（
東

濃
地
域
農
林
商
工
事
務
所
長
へ
）

中
央
会
事
務
局

の
人
事
異
動

男
女
平
等
社
会
に
向
け
要
請

中
央
会
の
総
会

５
月　

日
に
予
定
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以
上
の
二
人
が
昇
格
し
た
。

　

ま
た
、川
合
高
敏（
調
査
労
働
チ
ー

ム
）
の
退
職
に
伴
い
、
大
島
達
也

（
組
織
指
導
チ
ー
ム
）
を
採
用
し
た
。

県
経
営
指
導
課

の
人
事
異
動


